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The Warabi Times
 

◆Jake Elliott 先生より 
I hope you are doing well near the end of the year. It 

is getting cold out so be careful! I hope you will not 

catch a sickness (like I have             ). This Christmas my 

father and brother will come to Japan and spend time 

with me. I'm curious to hear about what you will do 

this Christmas break! Please tell me! There are plenty 

of great English Christmas movies I recommend such 

as Elf, Jack Frost, The Grinch, Home Alone and my 

favourite, The Polar Express! If you have any 

Christmas recommendations for me, please let me know!          

◆ Niko Mcgrath 先生より 

Hello everyone! 

Christmas is my favourite time of the year! I’m excited to go home 

and experience Christmas with my family once again. On Christmas 

Day, I always drink hot chocolate in the morning. Please give it a try! 

Christmas music always puts me in the holiday spirit. My 

recommendations are: 'Last Christmas' by Wham!, 'The Christmas 

Song' by Nat King Cole, and 'Have Yourself a Merry Little Christmas' 

by Frank Sinatra."  

◆各学年英語科より 
＜１学年＞                                      ＜２学年＞                                      ＜３学年＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

節目は考える。 

新年を迎えるにあたって… 

 

①英語検定へのチャレンジ 

高校３年生の出願時に英検準１級を持っていると

かなり有利になります。２０２６年中にまだ持っ

ていない生徒は２級合格、すでに合格している生

徒は準１級合格に向けて学習を進めましょう！具

体的な方策など、アドバイスしますので学年英語

科教員に相談してください！ 

②授業を大切に 

高校入学後、予習・復習をしっかりとできていま

すか…？共通テストは教科書の内容から出題され

ます。論表や英コミュで行っていることをしっか

りと身に付けること。習慣が力になります。でき

てきる生徒は継続、そうでない生徒はぜひこの機

会に、習慣にしましょう！ 

 I hope you all have a wonderful year!!!!! 
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〇フランス語スケッチコンテスト 

  

11 月 22 日に東京の日仏学院で行われた「東日本高校生フランス語スケッチコンクール」に２年生外国

語科生徒 4 名が出場しました。その中で２名の生徒が奨励賞を受賞しました。 

 このスケッチコンクールでは、フランス語を「第 2 外国語」として勉強をしている高校生を対象にし

たフランス語で暗唱した寸劇を披露します。 

以下、フランス語の先生と、奨励賞受賞者による振り返りです。 

 

11 月 22 日、東京・市ヶ谷の日仏学院で、第 20 回東日本高校生フランス語スケッチ（寸劇）コ

ンクールが開催されました。本校では、2 年 9 組の第二外国語フランス語選択者から 4 名（2 名×

２ペアー）が出場しました。 

大会冒頭で、審査員の方が、「外国語を学ぶことは、終わりがないものです。」と述べられていま

した。僕も同感です。 

フランス語は、世界で使われている言語の中でも、私たちが日常使う日本語と同様、文法、表

現、発音などが特に難しいと言われています。 

4月から、その言語学習をスタートさせ、終わりのない道を歩きだしました。大会に出場するにあ

たり、始めたばかりのフランス語を懸命に暗記し、それを演じるということは、出場者にとって多

大な勇気と苦労があったことでしょう。 

当日は、舞台の上で、堂々と、また見事にスケッチを披露してくれました。スケッチを終えたそ

の瞬間に得られた達成感を忘れることなく、さらなる躍進を願っています。 

第二外国語フランス語担当 山田 

 

ペアの子に促されてなるがままに始めたこのコンクールでしたが、やるうちにやりがいや面白さを

見つけ、今ではフランス語の発音にも自信を持ち、賞を取ることもできてとても貴重な経験になり

ました。 

これからもたくさんの経験の中で自分のやりがいを見つけてフランス語やその他の言語など、様々

なことに関心を深めていきたいです。 

また、たくさん応援してくれて指導してくれた先生や ALT の先生、ペアにも感謝の気持ちを伝えた

いです。 

２－９斎藤 

 

フランス語を学び始めたばかりでコンテストの練習を開始したため、正しい発音も知らなかった

り、フランス人特有の考え方を理解するのに苦労したりと、大変なことが多かったです。それでも

週末に先生とオンラインで練習を行ったり、ネイティブの先生からの指導のおかげもあり、奨励賞

を 頂 く こ と が で き ま し た 。 一 緒 に 頑 張 っ た ペ ア の 子 に も 感 謝 で い っ ぱ い で す 。 

今回の経験を通してフランスの文化や価値観に触れ、フランス語を学ぶ楽しさをより一層感じまし

た。他の出場者からの刺激も受けたため、これからも言語習得に向けて頑張っていきたいです。 

２－９佐藤 
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〇校内スピーチコンテスト  

◆第２7 回 校内スピーチコンテスト！ ９月２6 日（金） 於：多目的ホール 
 ９月２6 日（金）５～６時間目に多目的ホールにて第２7 回校内スピーチコンテストが実施されました。今

年度はレシテーション部門に 1 年生から１１人、スピーチ部門に 2 年生から同じく１1 人、合計２2 人の生徒

が出場しました。 

レシテーションとは、英文などの文章の意味を理解して暗記し、声と体を使って表現豊かに発表（朗唱・暗

唱）することです。単なる暗記ではなく、作者の意図を汲み取り、自分のものとして再現する創造的な作業と

なります。出場した 1 年生は皆、練習の成果を発揮しました。課題として与えられた 5 つの有名なスピーチか

ら、自分の選んだスピーチを暗記して発表しました。5つの演習課題は1.Malala Yousafzai,  2. Steve Jobs, 

3. Kim Nam Jun, 4. Barack Obama, 5. Emma Watson でした。 

2 年生が挑んだスピーチは、与えられた課題ではなく、自分の主張したいトピックを考えすべて自分で英作

文したものを暗記しました。主張したいことを単に発信するのではなく、聞き手に何かを伝え、行動や考え方

に影響を与えることが求められます。スピーチ出場者の中には、この夏に自分がボランティアやホームステイ

を通じて感じたことや、また、小学生や中学生の頃に経験した苦い思い出から学んだことを英語にした生徒も

いました。どの出場者の発表も非常にレベルが高く、審査員の先生方も真剣に審査作業に取り組みました。  

以下、今年度の結果となります。参加してくれた皆さん、お疲れさまでした！来年も積極的な参加をお待ち

しています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《Recitation 部門》 

 クラス 氏名 演題 

第１位 １－5 柴崎 真衣 Malala Yousafzai 

第２位 １－8 古川 凛乙 Kim Nam Jun 

第３位 １－9 小川 こころ Kim Nam Jun 
 

《Speech 部門》 

 クラス 氏名 演題 

第１位 2－7 苗代 唯花 The preciousness of ordinary life 

第２位 2－9 抜井 健志 Different 

第３位 2－9 横山 実央 My Challenge 
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〇埼玉県スピーチコンテスト「銀賞獲得」 １１月１4 日（金）   於：不動岡高等学校 

 

  

 校内スピーチコンテストにて優勝した 2 年 7 組苗代唯花さんは、１１月１4 日(金)に埼玉県大会スピー

チコンテストに参加しました。結果は見事に「銀賞」をいただき、県大会で入賞することが出来ました。

蕨高校としては久しぶりの銀賞入賞となりました。 

 苗代さんのスピーチは”Chocolate with Kindness”というタイトルで、校内スピーチコンテストで

優勝したものからさらにブラッシュアップしたものとなりました。自身が中学校 3 年生のときに石川県

で経験した能登地震をもとに、そのとき感じたことや思いを新たにしたことを感情豊かに語りました。 

 県大会の出場者は、非常にレベルが高く、その中で 100%の力を出し切って入賞出来たことは大変素

晴らしいことです。受賞したスピーチ原稿は、すでに本校ホームページ内に掲載されていますので興味

ある方はぜひご覧ください。 

苗代さんのコメント：「今回のスピーチコンテストには蕨高校の代表として出場させていただきました。

最初はうまくできるか不安でしたが、先生方に練習をご指導していただき、原稿内容の構成を見直すこ

とや表情、間の取り方、目線など校内スピーチコンテストでの反省点を改善することができました。本

番では今までの練習の成果を出し切ることができたのでよかったです。思い出に残る貴重な体験となり

ました。これからも努力の大切さを忘れずに過ごしていきたいと思います。」 

 

 

〇高英研英語劇コンテスト 

 １１月２１日に三芳町の「コピスみよし」にて開催された「高英研英語劇コンテスト」に出場し、本

校は見事「会長杯」（優勝）を受賞いたしました。 

今回の優勝は、長年の目標であり、生徒たちは本番に向けて日々努力を積み重ねてきました。 

この英語劇大会では、キャストだけでなく、照明、音響、メイク、大道具、小道具、衣装など、すべて

の部署を生徒自身が担当します。 

 今年度の作品 “HERE & NOW” は、脚本担当の生徒を中心に作り上げた完全オリジナル作品であり、

オリジナル作品での優勝は蕨高校史上初となりました！   

 幾度にもわたる打ち合わせと練習を経て勝ち取ったこの成果を、生徒たちが今後の人生において大い

に生かしてくれることを期待しています。 

 また、当日会場までお越しいただいたご家族の皆様、日頃からご指導くださった先輩方、そして多く

の先生方のご支援に、心より感謝申し上げます。      2年生外国語科担任・英語劇担当：長谷川 

       

★大会結果★ 

 ・会長杯受賞      作品名“HERE & NOW” 監督：2-9 三比・渡辺 / 脚本：2-9 斎藤・八須 

 ・Best Performer 賞受賞   Runa 役：岡部 

 ・Outstanding performer 賞受賞  Elio 役：小髙 
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一年生の頃から会長杯獲得を目標にして頑張って来たので、今回 31,32 期外語のみんなと一致団結し

て会長杯を取ることができて本当に嬉しかったです。折れそうな時も助け合い、必死になって結果を

出せたこの一年は 31,32 期外語の大きな財産だと思います。1 人では創り上げられないものをみんな

で完成させることができてよかったです。これからも英語劇での思い出を糧に頑張っていきたいで

す。 

２－９三比（役職：監督）🥇  

 

僕が英語劇に本気で向き合おうと決めたのは、昨年、助監督として関わり「Even if Time Stopped」

で上川杯を受賞した先輩方の姿を目の当たりにしたことがきっかけでした。「次は自分たちの番だ」

と強く感じ、次の日にはクラス LINE でアンケートを取り、今の意気込みや来年の役職希望を集めまし

た。自分だけが燃えるのではなく、「ここからは自分たちの代だ」という意識を全員に持ってもらい

たいと思ったからです。 

 12 月には今後の全体プランを決定し、各係のチーフを決めました。2 月下旬には作品の大まかな内

容や方向性が固まり、3 月の球技大会の裏の時間を使ってキャストオーディションを実施しました。5

月初旬には脚本が完成し、その後英訳を行って主要キャストに配布しました。夏休み中も何度か集ま

って練習を重ね、文化祭終了後からは本格的に毎日練習を行いました。 

 計画的に動いてはいたものの、直前まで決まらないことも多く、また英語劇に対する一人一人の思

いの違いから、すれ違いや衝突が生まれることもありました。正直、大変だと感じる場面も少なくあ

りませんでしたが、その都度話し合いを重ねながら、全員でひとつの舞台を作り上げていきました。 

 その結果、昨年 11 月に掲げた「来年は会長杯を取る」という目標を達成することができ、これまで

積み重ねてきた時間や努力は決して無駄ではなかったのだと強く感じました。さらに今年は会長杯だ

けでなく、主演の二人が個人賞も受賞し、作品としても個人としても大きな成果を残すことが出来た

と思います。 

 英語劇は、舞台に立つ人だけでなく、裏で支える人の力があって初めて完成するものです。たくさ

ん悩み、迷いながらも乗り越えてきたこの経験は、賞以上に僕たちの中に残る大きな財産となり、2年

外語の学級目標「BE THE ONE」の達成にまた一歩近づけたと感じることができました。 

２－９渡辺（役職：監督）🏆  

 

英語劇という貴重な経験を通して、このメンバーでやり遂げられたこと、さらに会長杯までいただけ

たことを心から誇りに思っています。 

私は英語が特別得意というわけでもなく、演技も初めてで、クラスメイトや先生にみっちりと指導し

てもらいました。うまくいかないことが続き自信をなくしてしまった日もありましたが、仲間たちが

会長杯に向かって全力でいることを思い、そのたびに今ここで私が折れてはいけない、と自分を鼓舞

して頑張れました。 

優しく、時に厳しく接してくれるあたたかい人が集まるこの環境にいられることに感謝でいっぱいで

す。楽しかったこと、辛かったこと、大変だったこと、みんなで共有できたこと全てが人生の宝物に

なりました。ありがとうございました。 

２－９岡部（役職：キャスト）★Best performer 賞受賞      

 

HERE＆NOW で会長杯を取れて良かったです。個々の演技力等もそうですが、特に今年は英語の発音

が綺麗な人が比較的多かったと思います。そのため、審査員の方々にもメッセージがクリアに届いた

んだと思います。また、Elioとして個人でも受賞することができました。よくある言葉ですが、自分だ

けの力ではなく、意見、指導してくれた人たちみんなのおかげです。本当に感謝しています。英語劇

が終わってしまった今、部活動を引退したような感覚です。毎日学校に来るのは放課後に英語劇の練

習をするためだったと言っても過言ではありません。もちろん来年の外語でも賞は取ってほしいで

す。ですが、結果より過程です。どんな結果でも満足できるような練習と、まずは楽しんで練習に臨

んでほしいと思います。そしていい思い出になればなと思います。応援ありがとうございました。 

２－９小髙（役職：キャスト）★Outstanding performer 賞受賞      
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 Best Performer      Outstanding Performer      

劇中の様子          
監督と個人賞受賞者       

キャスト                       

全員で         


